
                                  
協働事業提案調整記録 

（記録者：市民活動課 小山）  

事業名  ７．相模大塚駅に行列のできる店をオープンさせる事業 

日 時  ７月６日（火） ９時３０分～１１時 

場 所  市役所会議室棟２０２会議室 

【提 案 者】桜森自治会（２名） 

【担当委員】池本、小林、中村 参加者 

（敬称略） 【参加課】 都市整備課（箱崎）、産業振興課（柏木）、 

市民活動課（白井、井東、鈴木、小山） 

主な内容 ◎具体案について説明（提案者） 

・具体的な事業内容について、公共的な要素を考慮し４案考えた。 
１案 電車型ﾚｽﾄﾗﾝでｺｰﾋｰｼｮｯﾌﾟとﾊﾟﾝ店、ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｶﾌｪ型のｼｮｯﾌﾟ（公共的） 
２案 相模鉄道が建設したビルに新しい形の市立幼児保育施設 
   （ﾜﾝﾌﾛｱを賃貸） 
３案 緊急医療施設（人工透析など） 
４案 児童館等を備えた総合会館 
ただ、具体的な事業計画までは難しい。 

・相鉄による駅のバリアフリー化計画の予定があると聞いたので、これにあ

わせた事業計画を提案する。 

●提案者 

・提案の目的は、この空き地を利用して駅前を活性化することである。その

ためにどのような事業が一番良いか。 
・自治会としては、ソフト面での協働として考える。 
●担当委員 

・協働事業として考えた場合、やはり自治会の役割分担が分かりにくい。 
・相模大塚まちづくり計画（案）との整合性はとれており（基本構想＝賑わ

いのあるまち）、それぞれの案は良いと思う。ただ、計画自体はもっと練り

上げる必要がある。 
・提案の事業を実施することは自治会との協働ではないように思う。ただ、

具体的な計画づくりの部分で自治会と市が協働することはできるのではな

いか。 
・今の時期から話し合い基礎を固めていくことは良いことではないか。 

（都市内分権の方向で進んでいることから） 

●都市整備課 

・相模大塚のまちづくりについて、現時点では、市が直接公共事業を行う計

画はない。 
・相模大塚駅前の活性化についても、相模大塚まちづくり協議会の場で考え

ていってもらえないかと願っている。 

確認事項 

＊公開検討会（７月１８日）前に、再度調整会議は行わない。 

＊提案者は、ソフト面での協働として修正する。 

＊公開検討会には、都市整備課・産業振興課が参加する。 

 


